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鈴木・安西

（隔週）

※面会については患者様のご状態等に応じてご対応いたします。
　また、スカイプを利用してお電話でのご面会もご対応しております。

※写真は職員食になります

はすカフェは現在中止しております。

受付時間 診療時間 面会時間

午前 午後 午前 午後

8：45～11：30
13:00～
15:00

9：00～12：00
14:00～
17:00

現在
面会制限中※

安西 休診午後(新患のみ) 鈴木

一木（10/7、
10/21のみ）

一般
内科

白濱

土

午前

認知症
外来

鈴木 安西 安西 鈴木 休診

根岸

診療科目 月 火 水 木 金

携帯からも当院のホームペー

ジにアクセスできます→

～ よつばご飯 ～

私たちは、大切な人に自信をもってすすめられる病院をつくります

当院は認知症専門病院ということ

で、ご高齢の患者様が多くご入院され

ています。その為、毎年敬老の日には

普段よりも豪華な行事食を提供させて

いただいています。今年は赤飯と天麩

羅の盛り合わせを提供させていただき

ました。皆さん大変喜ばれたそうです。

喜ぶことも刺激であり、認知症の治療

に効果があると言われております。今

後も患者様に喜びを提供できる食事

作りを目指していきたいと思います。

管理栄養士 水野俊

病院方針

・身体拘束は原則おこないません

・薬物は適正に使用します

・言語的抑制を最小限にします

・地域と共に考え貢献します

～初めて外来を受診される方～

お電話での予約が必要になります

・紹介状

・お薬手帳をご持参ください。

予約時間の変更等につきましては、

１３時以降に外来にお電話下さい

○休診日○

土曜・日曜・祝日は休診になります

電話：048-796-5157

蓮田よつば病院 １Ｆフロアにて実施

医療法人社団 心の絆

認知症専門病院 蓮田よつば病院
診 も り 短 歌

献立

主食：赤飯

主菜：天麩羅盛り合わせ

副菜：さつま芋のレモン煮

副菜：海鮮サラダ

汁：清汁
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デイケアわかばでは、毎日５０名の方がご自宅から通われています。

ご自宅から出ること、人と会うこと、人と話すこと、日中眠ってしまわ

ないこと、創造性のあることを誰かと行うこと、身体のリハビリを行うこ

と、など通う方によって目的は様々です。

その中で、今回は身体のリハビリを通してご自宅の生活に変化の

あった方のお話を致します。

Ａさんは、はじめ体の傾きやそれに伴う転倒リスク、または傾眠傾

向が見られました。そのため、身体のリハビリを行うことにしました。Ａ

さんはとてもユーモアのある方で、どんなお話の内容でも明るく楽しく

返答してくださり、リハビリを通して私もお話を楽しませていただきまし

た。

そんなＡさんは週２回のご利用でしたので、ご家族様にも自宅でで

きるマッサージを提案させていただきました。先生の内服調整もあり、

徐々に姿勢が良くなり日中もほとんど眠ることなく過ごすことが出来

るようになってきました。

そんなある日、自宅から近所の親戚の家まで一緒に歩いて行くこと

が出来た、というご報告をいただきました。ご家族様は笑顔で仰ってく

ださり、とても嬉しそうだったそうです。それを聞き、デイケアに通うこ

とでご本人様の生活空間が広がったこと、人との交流機会の拡大に

つながったことをとても嬉しく思いました。ご家族様の協力、先生の内

服調整、デイケアでのリハビリなど様々な要素があったと思います。

そのどれもがご本人様に良くなって欲しいという思いと行動で、協力

出来たことがとても嬉しかったです。

ＱＯＬ推進部 作業療法士 小林祐子

毎月第一土曜日

１０：００～１２：０

エネルギー：727kcal

たんぱく質：24.1g

脂質：13.7g 塩分：4.7g

※行事食につき、栄養価は若干高めになっ

ております



　

易怒性のある認知症高齢者とのバリデーションを使用したかかわり

～「生活歴」でその人らしさを見直す～
２階病棟 ◎小山喜代美 横張周一 吉川加奈子 富 弘子 武井基英 野呂暁子

【はじめに】

バリデーションとは、進行に応じ奮闘している認知症の人に、尊厳と共感をもって関わることを基本とし感情

表出を促す技法である。今回その技法を用い、易怒性の軽減と「その人らしさ」を感じるほどに回復した事例

を報告する。

【事例紹介】

A氏（女性） 97歳 アルツハイマー型認知症（平成２８年） 主訴： 多動 断眠

特養入所後平成30年、大腿骨頸部骨折にて車椅子使用となる。多動にて見守りが厳しく入院となる（平成30

年１２月）

入院後は不安感が強くなるとじっとしていられず、助けを求めて歩き回る。「赤ちゃんを返しなさいよ」「私をだ

ますつもりか」と他者の声や物音に対し怒鳴るなどコミュニケーションが難しい。

【方法】

①これまでの行動や言動をどのように捉えたか話し合う。

②集まったエピソードを使い「アセスメントシートと支援内容」を作成する。

③「生活歴」を作成する。

④Aさんを捉えなおし、安心できる居場所づくりとバリデーションを意識したかかわりを行う。

【結果】

Aさんとのかかわりを振り返り、少しずつ良い循環へ変わることができた。私たちは、本人を見ようとせず、ま

た怒鳴られるのかと勝手に思いながら、トイレや風呂へと誘導していた。そこでAさんの言葉をじっくり待った。

家族を思い家族を大事にする気持ち。思うように思い出せない、なぜここにいるのかわからない不安。自分

の思いが伝えられない、わかってもらえない苛立ちが伝わってきた。もう一度子供たちと母親として役割を果

たしていた頃の自分を取り戻したい。子供たちも自立し、夫もたくさんの友達も失い、孤独になったAさんの心

情を感じることができた。「戦時中に大切な子供を死なせてしまった。生きて帰るのに必死。人に迷惑をかけ

ず生きてきたのに、今や認知症。・・そんな自分が許せない」と私たちのAさんに対する受け止め方が変わっ

た。

廊下を歩かれているときは、毎日出かけることが好きで活動的だったAさんに、表情を見ながら「こんにちは、

これからお出かけですか。」と尋ねると「お友達が待っているので」と返ってくる。「コーラスの友達ですね。楽

しんできてくださいね」というと「ありがとうございます」と歩いて行かれたり、フロアの自席に座ってゆったりと

していることが多くなった。

【考察】

認知症高齢者の方の思いを理解するには、その人の生育環境、教育、職歴、趣味などの生活歴を家族から

聴取して、個人のこれまでの歩みに思いをはせて接することが基本である。ご本人自身のサインやメッセー

ジを適切にキャッチすることは難しく家族からの協力が必須である。「お前が赤ちゃんを殺しただろう」などと

攻撃的な訴えでAさんとの距離がますます遠くなっていた。今回は、ご家族からの貴重な資料提供があり、ご

本人の言動の裏にある思いにたどり着くことができた。「今、過去のその記憶のどの辺を生きているのか」を

想像しながらケアをしていく重要な資料になった。

また、バリデーション技法を使い、言葉のみで「誘導」せず、本人の言動に寄り添うと、Aさんの言葉に「人生

の未解決」が隠されていることが分かった。私たちは高齢者が生きてきた歴史と生活歴と重ね合わせ、その

言葉をも「その人らしさ」としてとらえる受容と共感が、その人の人生の未解決のこころの重みまで軽くするこ

とができると信じ、ケアを続けたい。

【参考文献】

ナオミ・フェイル；バリデーション 筒井書房 2001

○誕生会 2階・3階病棟

随時おこないます

○理美容 2階・3階病棟

第１・３木曜日

○ミニ運動会

2階・3階病棟にて開催予定

感染症対策のためはすカフェ、

クラブ活動等を中止させて頂き

ます。ご了承ください。

～よつば病院作業療法風景～

コーヒー療法

残暑の厳しい日が続いておりますが皆様は如何お過ごしでしょうか。

「家族の会」は、認知症の人を抱えた家族の方々にお集まりいただき、現在抱えている問題や介護の具

体的な方法などをグループで話し合い学びあう場です。

認知症が始まると、今まで当たり前にできていた日常生活が徐々にできなくなります。また、感情面は認知

症が重度になっても保たれています。個人差がありますが、敏感で傷付きやすい状況にあります。家族会で

は主に次のようなことを学びあっています。

１．①認知症の人とのコミュニケーションの持ち方

②認知症の人の感情に配慮した日常生活への具体的な対応 ③行動・心理症状の予防と対応

④事故防止 ⑤身体疾患の予防、早期発見 ⑥その他介護困難への対応など

２．介護家族の心理面（誤解・落胆・期待・悲嘆・不安・うつ状態・怒り・自責・後悔・喜び）への軽減、

解決など時間をかけて支援いたします。

３．認知症の人が利用できる介護保険サービス、社会資源その他についての最新情報の提供など

認知症の人の介護は長期間にわたります。身近で介護されている方の苦労は計り知れないものです。一

人で悩まないで同じ介護者同士、日々介護困難な方の介護にあたっている当院スタッフと解決策を話し合

い、できるだけストレスの少ない介護ができるよう支援いたします。皆様のご参加をお待ちいたしております。

今後の開催の日時については未定ですが、開催予定ですので、日時が決まった際にまたお知らせ致します。

認知症ケアアドバイザー 五島シズ

訪問看護ステーションを開設して今年で約６年。

当初は訪問看護経験者がいない中、近隣の訪問看護ステーションやケアマネージャー様等の助言を頂

きながら、利用者様を第一に考え支援させて頂きました。沢山の方に支えて頂き今では約１００名の利用

者様を抱えるステーションになりました。お褒めの言葉を頂くことも多く、とてもうれしく思っております。

介護の現場では利用者様を支えるために多職種連携は必要不可欠で、お互いに相談したり助言を頂い

たりすることで自分では思いつかない案が出ることが多々あります。私共のステーションだけでは到底支え

きれず、とても多くの介護の力によって成り立っているのだと思います。新型コロナの影響でかかわってい

る担当者が一同に会する機会が少なくなってはいますが、報告や連絡、相談といった基本的な事を忘れず、

連携を強化してより一層努力していきたいと思います。

６年が経った今でも利用者様第一の姿勢は変えることなく、利用者様やご家族様が何を望んでいるのか、

それを実現させるために私達ができることは何か、私達が安心をお届けできる存在になれているのか、を

常に考えながら介護と医療の力をかりつつ在宅療養を支援していきたいと思います。

看護師 藤代 真弓


